
１　経済動向に係る企業等の声（7-9月期）

地域の経済動向（令和6年7-9月期）
《道北（上川・留萌・宗谷）地域》

【建設業】 

・ 時間外労働の上限規制に伴い、特に民間発注では、発注者側が工期の設定と労務費の増加について

考慮が必要である。また、住宅は、資材・住宅機器の値上がりによる建築単価の高騰や、金利上昇な

どによる住宅取得費用の高騰に加え、世帯数の増勢鈍化などにより、需要の低迷が懸念される。（建

設業） 

・ 工事資機材の価格・下請施工費の高騰が利益を圧迫している｡（建設業） 

・ 人手不足により、現場は十分あるのに受注調整せざるを得ない。（建設業） 

・ 人手不足は慢性的で、特に電気工事士等の技術者が不足している。（建設業） 

・ 人材確保が最も大きな課題。有資格者を採用したいが望めないので、３年間の継続就労を条件に資

格取得費用を会社が負担するなどの支援に取り組んでいる。（建設業） 

・ 近年は新卒採用がなく、中途採用が主となっている。ホームページの充実やグッズ作成のほか、労

働環境改善の取組として、面談を通して従業員一人ひとりの希望を聞き、その人に合う職場（現場、

事務等）への配置転換を行っており、いまのところ離職率は０となっている。（建設業） 

・ 人材紹介企業への登録や企業説明会への参加などを通じて、大卒の新卒採用、中途採用を行った。

さらに労働環境改善の取組として、資格取得のために札幌にある専門学校へ１年間の通学できる補助

をおこなっている。（建設業） 

 
【製造業】 

・ 2024 年問題を受け、モノが届かない・来ない、運賃が高い、翌日配達ができないという状況になっ

ている。また、少子化で学校給食への納品が減少している。（食料品製造業） 

・ R5 年度の売上は増加したが、利益率は少し下がった。売上増加の要因としては、夏場の猛暑による

冷蔵品等の需要の増加と販路が広がったこと、利益率減少の要因としては、原材料費の上昇にともな

う経費をリアルタイムに価格転嫁できなかったためである。今期の売上予測は、北海道は７、８月の

天気が悪く若干落ちるが、本州は相変わらず暑いので伸びると思う。さらに、台湾にも輸出している

ので全体では良くなると思う。想定する利益率は確保できる見込みである。（食料品製造業） 

・ 設備投資として、冷凍庫の霜取り作業についてアルゴリズムを活用した自動管理としたことと、冷

凍機を CO2 の自然冷媒方式のものに交換したことで、電気代の大幅な削減を実現した。まだ、金利の

低いうちに対応できたのは大きかった。（食料品製造業） 

・ 一般消費者・飲食店等に向けて、鹿肉を加工した精肉商品や冷蔵食品の処理・加工・販売を行って

いる。飲食店に卸していた精肉取引はコロナ禍の影響でほぼなくなったが、代わりに一般消費者のオ

ンライン購入が増えたため、当時は大幅な減益とはならなかった。現在は、飲食店との精肉取引が徐々

に戻ってきたがコロナ禍前と元通りとはならず、他社に乗り換えた飲食店があることに加えて、オン

ライン購入は減っている。（食料品製造業） 

・ 鹿を捕獲するハンターを経験者であるなど諸条件を付けて、民間の人材紹介サイトで募集している

が、ありがたいことに興味ありという応募が多く、より適性を見極めて採用者を選ぶことができてい

る。（食料品製造業） 

・ 道の駅及び周辺の施設への来客者は増えており、お土産屋への商品の納入が多くなっている。一方

で、スーパーでの水産加工品の売上は伸び悩んでいる。燃料価格等は高値となっているが、現状、商

品への価格転嫁を検討する段階ではない。ニシンの原料は安かったにも関わらず、入荷する段階では

前年と同じ価格だったので、円安の影響を受けたものと思われる。（水産加工業） 

・ R5 年度の売上は赤字ではなかったが、良くはなかった。理由として、人件費、光熱水費、資材費、

原料価格等のコスト増に対して、商品への価格転嫁が上手く行かなかったためである。円安により海

外産の原料が高くなり、それにともない国産の原料の価格も上がっている。今後、秋鮭とイクラが高

くなるのではないかと危惧している。アルプス処理水の影響に対する補償は漁業者にはあり、減収分

の差額が補償されているが、加工事業者には補償はない。（水産加工業） 



・ 最近は、新卒者の採用はなく、中途採用者がメインとなっている。フルタイムの人員も必要だが、

年中仕事があるわけではない。パートタイム従業員も高齢化が進み、離職していく懸念があるため、

補充したいと考えている。外国人材については、ゆくゆくは検討しなければならないが、住居など準

備しなければならない事が多く二の足を踏んでいる。（水産加工業） 

・ 昆布採取の時期に人手が必要なので、通年ではなく派遣で作業に従事してもらっている。島に来て

働いてもらうには宿泊場所を確保して募集する必要があるが、事業者からは、宿泊場所が確保できな

いため、整備や補助金を希望する声がある。（水産加工業） 

・ 生活必需品やエネルギーコストの値上げにより、ホームユースの需要がかなり落ち込んでいる｡（家

具・木材製造業） 

・ 人手不足、特に有資格者の不足が原因で仕事の受注ができないケースが発生している。人材紹介企

業経由でスカウトメールで募集を図るも、応募が不足している。（製造業） 

・ 主材料の値上げが相次いでいる上､印刷需要も減少傾向にある｡（印刷・出版） 

 

【卸売･小売業】 

・ 前期は売上減・物価上昇等もあり赤字決算となったが、今期は現在までで入札の受注額も伸びてき

ており､前期に比べ業績も好転してきている。（機械・建築材料卸売業） 

・ 小売店の業況が低調となり、納品も減少している。2024 年問題や業務効率化のため、旭川から道北

地区への販売をしない仕入れ先が増えてきている。（食料品卸売業） 

・ 今期も原材料が大幅値上げ傾向のため、減収覚悟の商品値上げを実施したが、今後どこまで原材料

の高騰が続くのか心配。今期は減収減益覚悟であるが、次年度以降については利益確保も厳しくなる

可能性があり、現状の製造・販売体制の転換が必要となるかもしれない。（食料品小売業） 

・ 円安の影響により外国人の買い付けが多く、オークション相場が上がり仕入価格が上昇しているこ

とから、在庫を増やすことが厳しい状況である。例年夏場は新車の売上が苦戦するため広告宣伝やイ

ベントへの参加を積極的に行い､売上の増加から採算の好転につなげていきたい｡（自動車小売業） 

・ 円安が加速した影響もあり､輸入コストがかなり上がった｡度重なる値上げでマーケットでは拒絶感

も出始めている｡また､業界内の競争が激化しており弱体化する得意先も増えていると感じる｡（繊維・

衣服等小売業） 

・ 人材確保のため、資格者に限らず中途採用を行い、必要な資格は入社後に取得するように人材育成

を行っている。（ガス・電気販売業） 

・ 従業員が高齢化しており、技術継承のため若い人を採用したいが、地元高校生向けの就職説明会に

参加しても、就職希望者が少ないこともあり採用に結びつかない。業務に必要な免許保有者が採用で

きないので、入社後の育成や免許取得支援を行っている。（卸売・小売業） 

・ 新卒雇用は本部で行われ、採用後は各店舗へ振り分けられる形となっており、その際には転勤可能

か地元で勤務するかの２種類の形態があるが、直近３年間は新卒の従業員がいない。現在、雇用形態

を問わず５、６名募集をしているが、特に衣料品コーナーが不足している。一方で働き手側は、生鮮

コーナーなど技術を身に着ける売り場に興味があるようである。（小売業） 
 

【運輸業】 

・ 足許の業況は徐々に好転機運であるが、人手不足が大きく響いている。夏期のイベント等で人流が

回復してきていることは好材料であるものの、資金面での厳しさは当面続く。（運送業） 

・ 人の動きが活発化してくることで個人消費も上向いてほしい｡新紙幣の導入による両替機や自販機

などの改造が必要で出費が大きい｡（運送業） 

・ 業況は好転してきているとはいえ、コロナ禍前には至っていない。また、費用減少で収支改善して

るようにみえるが、維持更新していくべき設備投資を凍結していることが要因であり、あるべき姿と

は言えない。資金繰りは好転しておらず、返済負担が大きく非常に重い経営課題である。（運送業） 

 

【サービス業】 

・ 宿泊予約はお盆までがピークで夏は９割、冬は６割程度であり、６～９月以外の期間は厳しい。９

月に台湾からの団体旅行の予約が入っているが、香港・シンガポールなど、宿泊客のうち１割弱が外

国人。（宿泊業） 



（道北） 

・ 団体を受け入れることができるホテルが減ってきており、夏は地域でこれ以上の受け入れが難しい。

一方で、冬の期間の需要が少ないと雇用を維持するのも難しい。（宿泊業） 

・ 料理人を募集しているが、地元新聞に広告を載せ、ハローワークに求人を出しても全く反応がない。

ハローワークによると、料理の職を探している求職者が地域にいないとのことである。今冬からは技

能実習生を受け入れることとしたが、住居の準備が必要なため、近くの中古物件を買い上げた。（宿

泊業） 

・ テイクアウト・配達は伸びてきているが、人手不足による営業時間の短縮等で売上が減少している。

（飲食店） 

・ 飲食店の１次会の利用は回復しているが、２次会の利用が少なくなっている。理由の一つとして、

タクシーの営業時間が短縮されていることから、夜遅くまで利用できないことがある。（飲食店） 

・ 人員不足でサービス低下による顧客満足度が低下。また、仕入高による販売価格転嫁ができていな

い。（理美容・ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ） 

・ 女性、とくに中途入社や子育て経験者が多いことから、困った時は相互に助け合うなど子育て世代

が働きやすい職場環境を作っている。世代交代の時期を迎えつつあるため、新規・中途採用ともに新

しい人材に入っていただきたいが、なかなか採用につながらない。（縫製業） 

・ 人材確保に向けた新たな取組として、単独の企業説明会を開催した。学生参加はなかったが、転職

を考えている方などが参加。介護アシスタントの採用も初めて行い、数名来ていただいている。仕事

を知ってもらう・興味を持ってもらうために、市内で開催される仕事紹介イベントの積極的な参加を

継続する。（医療・福祉業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【直近の景況感】

【景況感の推移】

稚内信用金庫

留萌信用金庫

北星信用金庫

R6-Ⅰ R6-Ⅱ R6-Ⅲ

旭川信用金庫

R4-Ⅳ R5-Ⅰ R5-Ⅱ R5-Ⅲ R5-Ⅳ

景気動向調査による次期予想DIを見ると全業
種が7.9ポイント下降と予想され、業種別に見る
と製造業で改善が予想されるものの、卸売・小
売業・サービス・不動産業・建設業において下
降が予想され、「下降傾向」と判断した。

稚内信用金庫

当金庫で行っている景気動向調査によると、盛
業期を迎える中、前年同期と比べて、製造業が
売上額DI、収益DIの改善を示し、サービス業は
好調ではあるものの前年同期よりはやや軟調
で、卸小売業、建設業、運輸業は悪化を示して
いる。
以上の結果から、総合を「普通」、生産動向を
「普通」、消費動向を「やや低調」と判断した。

同調査によると、業況（△17.4）、受注額DI（△
5.9）、売上額DI（△11.6）、収益DI（△18.5）で各
業種閑散期に向かう中、建設業を除く全業種で
業況、受注額、売上額、収益いずれも前年同月
比でやや低調な見通しを示している。以上から
「下降傾向」と判断した。

留萌信用金庫

景気動向調査による業況DIは、前期と比較して
1.2ポイント僅かながら下降しており、総合的に
「やや低調」と前期調査と同様の判断とした。
「やや低調」の要因は、業種別に見ると卸売・小
売業を除き1.1～5.2ポイント悪化しており、総合
的に「やや低調」と判断した。

人手不足や人材不足を上げる企業が多く、人手
を募集してもすぐには集まらず採用してもすぐに
成長するわけではないため、続いている仕入価
格の上昇や人員体制の面から、景況は次期も
「変わらない」と判断した。

北星信用金庫

景況感は改善の兆しが見えるものの物価高の
影響が続いていることから、前期同様「普通」と
判断した。

景況感の改善の一方で物価高の影響が不透明
であり、「変わらない」と判断した。

旭川信用金庫

仕入価格の上昇は引き続き懸念事項として上
げられているが、今期は人手不足や人材不足
の声も聞かれ、景気の状況とともに自社の人材
不足により生産も縮小せざるをえないとの企業
も多いことから、「普通」と判断した。

低調

現在の景況感 次期見通し

総合
生産
動向

消費
動向

判断理由 方向感 判断理由

２ 道内金融機関から見た地域景況感（7-9月期）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

非常に低調非常に好調 好調 やや好調 普通 やや低調



資料：(株)東京商工リサーチ北海道支社 資料：北海道労働局

【公共工事請負金額（百万円）】 【航空機利用による来道者数（千人）】

資料：北海道建設業信用保証（株） 資料：（公社）北海道観光機構

【企業倒産件数と負債総額（左軸：百万円）】 【有効求人倍率（倍）】

△ 12 △ 7

４ 各種経済指標

【新車登録台数（台）】 【新設住宅着工戸数（戸）】

資料：（一社）日本自動車販売協会連合会、（一社）全国軽自動車協会連合会 資料：国土交通省
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0 △ 7

製造業 12 12 △ 17 △ 27 △ 35 △ 10 △ 11

△ 25 △ 33 △ 7 △ 7 △ 12 △ 6建設業 0 △ 13 0 0 △ 13

△ 2 △ 6 △ 4 △ 4 △ 23 △ 22

R6-Ⅱ R6-Ⅲ

全業種 △ 19 △ 23 △ 16 △ 6 △ 7 △ 14 △ 11

R4-Ⅳ R5-Ⅰ R5-Ⅱ R5-Ⅲ R5-Ⅳ R6-Ⅰ

３ 業種別の業況感ＢＳＩ（企業経営者意識調査）

R3-Ⅲ R3-Ⅳ R4-Ⅰ R4-Ⅱ R4-Ⅲ

（右軸：前年同月比（差）：％）
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